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文書送付について

いつもお世話になっております。

体青協会 撮員グループのtllで す。

きて ―通の機道によりご承知のとおリスボーツ指導の現場において 疇 罰Jという

晏力,お が行われていた場状が明ら力ヽこなつてきました.

こうしたことを受けて 日本体青協会より公益財回法人山口県体市協会に

'スポーッ

"導

者の指導対応について(通知)・がありました

つきましてま貴団体におかれましては スボーッ指導者はもちろんこと

役職員及び全ての関係者に対し 別添の「公壼財田法人日本体育協会及び加盟団体における

倫理に関するガイドライン」を

'照

に スポーツを指導するけに l.l題解決の手段として喜力行為

を泰するなど 責任ある行動と自党をもつようlB諄徹底方お願いします
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力唖  (勒 1盟及び撼力)団 体代表者 殷

公益財団法人日本体常機奎
会 長  帳 首士末

:_|

|=●

スポーツ指導者の綱 について (通知)

平索より本会は事業に対し、格別のご勧

`と

ご協力を賜り厚く材 L申し上げま九
さて、既にご承如のことと存じますが ■年12月 、大阪市立高校2年生男子生徒が所属す
るパスケットボリレ部顧間の男性教輸から体罰を受けた翌日に自殺したという報道がありま
した
これら一連の報道により 青少■スポーツ指導の第■において、「体罰」という暴力行為が

日常的に行われて, た`,状 が明ら力ヽこなつてき事した

本会及び,OCに て公表した 「スポーツ=書 日本]において 「スポーツに携わる者は 自
らの尊厳をH手の尊重に委れる相互尊敬であるというスポーツの価■を自党することJと饉わ

れており、対ヒとしてのスポーツの鐵 tI● しておりま九

また 本会では¨ 法人日本体宙協会及び加盟団体における倫理に関するガイドライ
ンJを制定し スボーツ指摯普をはじめとするスポーツ

“

眸青つ身体的 精神

―

等を

榮上するとともに、力画 Fl体に対し、本ガイドラィンに基づき、倫理に関する菱臓り強菊や會

線 会の散置など

―

をお瞑いしているところでありま九

今回、スポーツ指導の見場で行われた泰力行 はヽ、スポーツ界として、

^ポ

ーツの対ヒ的意

義と価値を執ねる■大な事態であることを椰織し、今後、こういつた毎持を二度と生じさせな

いよう沐陰吸慟 ,盟団体が脇思を明摘に示し、彙力旬 なヽど0概 絶に努めなけれ

"螢

りませ■
つきましては 資団体にお力れましては、スポーツ指導者はもちろんのこと、役漱ユ及び全

ての|1係者に対し、スポーツを指導する藤に問題丼決の手段として、暴力れるを禁するなど贅

任ある行動と自党をもつよう指導.徹ば

"お

願いするとともに、本ガイドラインの司知徹底及

嘲 をお てネ頓い申し上げま丸

F6

1  中 :

眩V絣拒膠大 日本体青協会及U珈盟団体における櫂 に関するガイドライカ

・̈ 法人日本体青機会鴛繊員倫理規な』

2 門い合わせ先

公益財団漱 日利 嘲 蔭  総務部総務課

TEL i03 3481 9211  FAX:0384812284
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公益財団法人口本体育協会及び加盟団体における

0理 に関するガ在 テイン

平成15年4月11輌定

平成23年4月11改た

く 趣 ,:〉

スポーツは 人生をより■かにし、充実したものとするとともに、人間の身体
的 精神的な欲求にこたえる世界共通の人類の文化の一つである.心身の両

面に影響を与える文イヒとしてのスポーツは、明るく豊かで活力に満ちた社会の

形成や個々人の心身の健全な発達に必要不可欠であり、人々が生涯にわたっ

てスポーツに規ルむことは 極めて大きな意義を有している。
公益財団法人日本体宙協会(以下「本会Jと,,.)及 び加盟団体は、議が国
のスポーツの普及振興を図つていくという高い公益性と社会性を兼ね備えた組

織団体として、その使命を担つている.

したがつて、所属する役 職員はもとより監督、コーチ、■判員 登ヽ録競技者

等においては、その社会的な使命や意義を自党し 常耐 ―ツの基本である
ルール マナーを守り、フェアプレーの精神に則り行動することが求められる.
L71しヽなから、近年、力,理団体及び所属関係団体において、人道的問題(指

導者の競技選手に対する晨力やセクシュアル ′ヽラスメントなど)あるいは補助
藝換どの不適切な処理又は検領など:訴訟にも及ぶF.3題が発生していることは、
減に薫えるべき事態であるとともに 自らの組織団体においも 十分な留意が

必要である.
このような状況をも十分に考慮し、本会及び加盟団体においては、常に公明
正大でかつ健釘 とを目指した組織体制の整備と健全な組織運営を図つていく
必要があり、そのために必要な倫理に関する暗事項をガイドラインとしてまとめ

たものである。

本会及び加盟団体においては、役 職員、公認スボーツ指導者(監督、コー
チを含む)、主催 共催など関連するスボーツ競技会 行事などに携わる審判員
をはじめとする運営関係者及び登録競技者等を対象として、倫理や社会規範
に関する憲腋の啓発と問題の発生を未然に防ぐため、次の各事項に黒らし、早

期に必要な規定の期薦を図ることが望まれる。

1人 道的行為に起因する事項

1身 体的 精神的暴力●くイオレンの行為等について

役 職員をはじめ監督、コーチ等現場指導者に対しては、譲習会 研修

会を通し、自己の役割や責任等を指導徹底することが求めらオじる.



(1湘 織の選普又はスボーツを指導する際に意見の相違などが生した場

合は 互いに話し合い、相手の人格を尊重して積互理解に努めること.

特に監督 コーチ等の指導的立場にある者は、競菫者等への指導の

際、暴力行お豪 け取粥 ような行セ,こは十分留意すること

(2)スポ‐ンを行う際又は指導する際に問題解決の手段として、桑力行為
(直接的晏力、暴言、脅道、威圧等)を行うことは、厳に禁する.

2身 体的及び精神||セクシュアル ′ヽラスメントについて

当該団体の役 職員、監彗 コーチ等,場 指導者及び登録競技者等

に対しては、広報 情報資料を通して具体的な教育を発活動を行うととも

に、講習会 研修会等においヽ 周知櫃産を図つていくこと

(1)安易に性的書動、表現を行うことは、厳に慎むこと。

(2)親しみの書動、表夏であっで嵌 個人によって受け止め方に違いがあ

ることを認餃する● .

(3)本人に悪憲がない場合でも、その言動によつて相手が不快|‐Fした場

合は、セクシュ77p・バラ″ ントになることを認識すること

(4泄 的言ゆ、表易を受けて不快に感した場合は、無視せずに相手に対

してい決である1旨を、はつきり騒 思表示をすること
(注意…無視した霞合は、「受け容れているJと相手に擦癬さ泌 恐れが

ある。)

3ア ンチ ドービング及び東勁乱月防上について

監督、コーチ等指導的立場にある者はもとより、登録競技者等に対して

徹底した啓発活動を行つていくこと。

(1)競技祀力を高めるためにドーピンタを行うことは、フェアプレーの精神

に反するばかりではなく、競技者の健嵯 害するものであり、絶対に行わ

ないこと.

国民体市大会のドービングコントロール検査実施を実機に、本会及び

加盟団体においては、これまで以上にアンチ ドービングの教育 薔発活

動の積極的な展開を図ること



(2)本人にドーピングを行つた意識がなくても 長取した薬品などによつて

は、ド‐ピングの対象薬物が含まれている場合もあるため、競技者及び

指導者は、ドーピングに関する知識を十分に深めること

(3)麻薬や覚醒剤等薬物の使用は、反社会的な行為のみならず、使用し

た人間の人格をも破壊するものであり、いかなる目的であってヽ 絶対に

使用レよいこと。

4役 員及び監督 コーチ 審判員等の指導的立場にある者並びに競技者

等の関係のなり方について

相手の立場を尊重するとともに 自分の置かれている立場を自党して責

任ある行動に努めること.

(1)役員及び監督 コーチ 審判員等の指導的立場にある者並びに競技

者等は、■司と都下 先輩と後輩などの上下関係を利用し、立場い い

者に対して、人道||に反する行動や強要をしないこと。

(2耀 員及び監督 コーチ書判員等め指導的立場にある者は、その立場(

役割、権瞑等の範囲を超えた精神的 身体|1暴力行為等をスポーツ競

技会 行事などに携わる関係者及び競技者等に与えないこと。

(3)プライパシー(個人的人権)の問題についてはt役員 監督 コーチ 審

判員等指導的立場にある者及び競技者等がそれぞれ十分配慮するこ

と。

Ц 不適切な経理処理に起因する事項

1経 理処理について

本会及び加盟団体は、公的な組織であることを認識し 松 益法人会

計基準'に基づく基準(経理処理)を卜蔵し、その基準及び各団体の経理

規程に貝1リエしい経理をするとともに、内部牽帯1組織及び監事並びに外部

監査人による監査体制を確立しておくこと。

(1)補助金などの取り扱いについては 補助先 助成先のその補助 助成
の目的及び経理要項等を連守の上 適正な経理処理を行い、決して他
の目的に流用などをしないこと。



(2濃 理処理については、不法又は不正行為 不祥事等を未然に防ぐた

め、内部=制 を組lt4ヒし、少数の担当役 職員に任せきりにしないこと.

同時に 組織内部における定期的なチェック及び公

“

会II■などによる

外部監査を受鮨 ようにすること

2不 正行為について

次に示すような行為は、厳に禁必 よう罰則も含めて規超ヒすること.

(1)組織内.外の金銃の棟領など

(2)不適切な報酬 手当 手数料、接特 供応等の直接又は間接的な強要、

受領若味 醸 供

(3)組織内外における施設、用器具等の購入などに関わる購収賄行為

14)fll●内 外における不適切な指導又は監査

El各 種大会におい 代表競技選手 ■貝の選宥などに関する事項

本会及び加盟団体は、各菫大会の代表競技選手などの選考にあたつては、

選考基準劉 ■に定め、選オ結果に鍵総 抱かせることのないよう公平かつ

透明性ある選考を行うこと.

また、選考結果に対して質問や抗議等があつた場合は、速やかに対応す

るとともに、相手に理解されるよう明い 説ゝ明に努あるなど、適切に処理する

ものとする.

Ⅳ その他、一般社会人としての社会規範に関する事項

本″イドラインに示す対像者は、特に、競技会等スポーツ活動に関わる時

以外の日常生活においても社会規範としての使習、道徳、法律を強く意備 励

行し、社会秩序の維持に勢めるものとする.

4



く参 考 〉

ガイドライ/臨 め く基本的な整備事項等

本会力1盟団体は、本「ノイドラインJに基づき、以下の事項について整備を図
ることとする。

(1)倫理に関する規程の指蔵

本会役 議員倫理規程を参照のうえ、加盟団体における倫理に関す

る規拗 llnゃ 崚定等の期扁を図ることとする.

(2)倫理委員会の投置(同委員会規程の整備)

(3)不祥4T・防のための意識啓発活動等の実施

本ガイドラインは、身体的 精神的暴力(バイオレンス)行為やセクシ
ュアル ′ヽラスメント等について明記しているが、それぞれの事項の予

防対策については、次の例を参考に考慮すること。

く

":i″

シュカレ・グラ〃 ントの予防対策について 〉

方針明確化のための方法……方針については、諧規貝1等に明磯
に規定する。

意誡 ・4発 のた0の方法……各種大会 行事等の参加者等ヘ

の指導徹底、研修会の実施 ビデオ ′ヾンフレット手弓Iき等の件成、

機関誌への掲載、ア́ オートの実施等による意識啓発活動を行う。

相談 吉情熱口の設置のための方法……相談窓口や相談電話等
の設置 専門●当者の配量 組織外の専円機関への委託等による

対忠窓口を餃け る。また、その設置についての周知撤底レ ンヾ

フレット等により図る。

事後の対応方法……役 議員人事担当、相談窓口、苦情処理委員
会、顧間弁護士、カウンセラー等による事後の対応を図る。

(4)不祥事発生後の処理

加盟団体は、不祥事が発生した場合、当該団体がためる倫理規程に

工づき違遠かつ適切な処理を行うこと,その際、発生事案の重要性によ
っては、その内容と経過事について、本会に速やかに報告を行うこと。



公益財団法人日本体育協会 役 ・職員倫理規程

(目 的)

第1条  このFF_は、公益財団法人口本体市協会 (以下 「本会Jという。)の評

饉貝、役員等、委員会委員及び薇晨 (以下 「役 織貝Jと いう。)の合理に関

する基本となるべき事項を定めることにより、本会の目的、事業款行の公正

さに対する国民の疑惑や不信を招くような行るの防止を図り、もつて本会に

対する社会的な信頼を確保することを目的とする.

(役.職員の範囲)

第2条  この規程において、空 職スとは、本会定款第 16条 に規定する評議

員、同第26条に規定する理事 .監事、同32条に規定する名誉会長等、同第

"条
、第41条 第42条並びに第48条に規定する委員会委員、同第

“

条

に親定する議員をいう.

(役 職員の基本的賣務)

第3条 役 職員は、本会定欲第3条に規定する 「日IJJを達成するため、本

会の関係規程に基づき、職務を公正かつ餞実に履行しなければならない。

(役 職員の選守事項)

第4条 役 職員は、暴カ セクシェアルバラスメント及びドーピング等案物

謝調 などの行為を絶対に行つてはならない.

2 役 職員は、個人の名誉を重んし、プライバシーに配慮しなければならな

セヽ.

3 役 職員は 日常の行動について公私の
'1を
明ら力■こし、職務やその出立

を利用して自己の本1益を図ることや斡旋 強案をしてはならない.

4 役 職員は、補助金、助成金等の経理処理に関し、公益法人会「I基準に基

づく道ェな処理を行い、決して他の目的●流月や不工行為を行つてはならな

セヽ.

5 役 議員は、自らの社会的な立場を露識して 常に自らを厳しく律し、本

会の信頼を確保するよう責任ある行動を取らなければならなセ、



(倫理委員会の段0

第5条 この規菫の実勁性を確保するため、本会に盆理委員会を設置する.

2 倫理委員会の組織及び運営に関する事項については、理事会の議決により

別に定める。

(役 職員がこの細ヨに違反した場合の対処薔)

第6条 評議員及び役員等に、この規程に連反する行薔を行つたおそれがある

と滉められる場合は、管理責任者 (担当理事)は 直ちに調査を開始し 田杢

の結果、当該評議員及び役員等がこの規定に違反する行為があったと記めら

れる暑合においては、会長は倫理委員会の意見を構取したうえで、厳正に定

漱第17条及び第30条に基づく必要な措置をとるものとする.

2 前項の職晨に関するヽ ヽは、本会腋員鳳蓄規蘊のために基づき厳正に取り

扱うものとする。                           .

(そのlal

第7条  この規橿の実施に関し必要な事項は、理事会の承認を得て丹1に定める.

綺ヽ

1 この規程は、平成16年 4月 1日から施行する.

2 この規定は、公益財団法人日本体育協会の設立の壁記の日 (平成 23年 4

月1日)か ら施行する。



公益財団法人 日本体育協会 倫理委員会規理

(目 的)

第1条 この規程は 公益財団法人日本体育協会 (以下 「本会Jと いう。)理 事

会の議決に基づき、本会が我が国、国民スポーツの統一組織として、その

自党とヽ 任を,ち 、スポーツの根本であるルールとフェアプレー精,いこIt

リ カ1盟団体共  々 常に撻全かつ公正な颯営と発展に努めるとともに ス

ポーツの振興を通して その社会的使命を栞たしていくために必要な事項

を定めることを目||とする.

rrr 4t)

第2条 委員会は、次の■■を所摯する.
(1)本 会及び本会役m員 の綱紀腐工の推進に関すること。
(2)本 会加盟団体につぃて 本会の力岨 団体規程、スポーツ癒幸など関係規

定の連守及び処分に関すること。
(3)前 2項について 周短融 を回るとともに必要に応し事実確議 を行い

その結果を会長に興申すること。

(委 員)

第3条 委員会に、次の●■を置く。
(1) 委員長   1 名
(2) 委 員   若千名

第4条  委員長は、理事又は学腋経験者の中から会長が晏嘱する。

2 委員は 委員長が本会理事、本会加盟団体空員及び学籠趣険者のうちから推

挙する者を 理事会に着つて 会長が委颯する

(任 期)

第5条 委員の任期は、委嘱口より開始し、本会理事の任期と同じく終了する。

ただし再任を妨げない.

(■員会)

第6条  委員会は、委員長が招集して その議長となる.

2 ,員 会の議I「は 委員の合意により決定する.

3 委員長が必要と認めたときは 委員会に参考人の出席を求め その意見を

嶽取することができる.

4 この規墨に定めるもののほか実施に関し必要な事項は 委員会において定め

る.



興 の卸

"7条

 ホ颯颯R― により奎史することができる。

け 則
1 この規薔は、平成12年 3月14目がら施

"す
る.

2.綱●

―

■●に4●●●姜員の

“

顔は、お5条の規定にかかわらす.平
成13● 3月,1日 までとする。     =
3 ■の溝魯ヒ 平成16年 4月1日から■籠する.
4 この規●は、平成18■ 4月 1日から肺 る。
3 この颯●は、公菫財団法人口本体■協会の曖立の塾にの口 (平成23年 4

月1日)か ら彙行する.
0 こ●用■は、平成2●年11■ 9日力'ら

―

る。


